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紀伊半島における屋敷囲いとしての石垣

漆原和子・島津俊之・乙幡康之

紀伊半島南端は，台風が強風のまま頻度高く上陸する地域である この半島の海岸部の串本と紀伊大島と

潮岬には強風を防ぐための防風石垣がよく残っているこのいずれの集落も，石材は近場の岩石を用いて

いる野石積みで隅角は算木積みとし， 2mを超える嵩さになる場合は反りをつける．石積みの様式は，本

州様式である．紀伊大島の須江では，石英安山岩を用いた石垣があり海岸では高く，内陸に行くにしたがっ

て，野石積みの高さを減ずる．潮岬の段丘崖上の神社には，海岸の輝緑岩を用いた堅固な防風石垣が分布する

内陸の上野では，石垣のみの場合はその嵩さは 160cmに達する石垣と生垣を組み合わせた防風垣の場合，

その高さは 2mを超える生垣を用いる型は，内陸に入った半農半漁の集落に多くなる．串本は， トンボロ

の旧海岸線に近い位置では 3mを超える高い石垣が分布するが内陸側では石垣は低くなる

キーワード：石垣 防風林砂岩，輝緑岩，紀伊半島

Key words : stone wall, wind break. sandstone, diabase. Kii Peninsula 

I はじめに を船で航行していたが， 1999年9月の「くしもと大

橋」開通により，本土と繋がった．

紀伊半島南端は台風銀座と称されるほど多く 気候的には，黒潮の影響を受け，串本では年平

の台風が強風のまま通過する地域である四国

の半島部室戸岬において，すでに屋敷囲いとし

ての石垣が分布することを報告した（漆原ほか，

2006) ．紀伊半島の潮岬•紀伊大島・串本におい

ても同様に，強風に対する屋敷囲いの工夫がされ

ているだろうと考え，調査地として選んだ屋敷

囲いが，石垣だけで作られているのか，生垣や防

風林と組み合わせているのかを検討し，他地域の

石垣との比較を試みた

II 調査地域の概要

1.調査地域

紀伊半島の最南端で最も太平洋岸にせり出し

た串本町と潮岬紀伊大島を調査対象とした本

』）1、|最南端に相当する潮岬は， 33°26'N, 135° 46'E 

であり，八丈島相当の緯度である潮岬と半島の

本土側とは陸繋砂州（トンボロ）で繋がっており，

串本の市街地は，この陸繋砂州に位置するまた，

串本の対岸にある紀伊大島（面積9.93kmりは，民

謡串本節にもうたわれているように，本土との間

均気温17℃，冬の日平均気温6~8℃で， きわめて

温暖である ．2005年11月にはラムサール条約締

約国会議で，串本町は「世界最北限のサンゴ群落

の保全地」として認定を受けた しかし，台風時

には太平洋にせり出している潮岬や，低平な陸

繋砂州の上に立地する串本町市街地は，強風と高

波にさらされる．串本町では，埋め立てをおこな

う前の海岸線に近い位置に石垣が残る家屋が多い

のでその分布を調べることにしたまた，陸繋

砂州の先の潮岬に立地する多くの集落は，段丘面

上に位置する場合は，石垣と刈り込んだ厚い生垣

を組み合わせて防風をおこなっている今回は明

治初年に築いた潮岬最先端の潮御崎神社における

宮司の母屋（横屋）の，屋敷囲いとしての防風石垣

を調査対象とした紀伊大島は風待港として栄え

たこともあり，島の本土側に位置し，台風の最大

の強風を避ける位置に立地する． しかし，調査地

の一つとした須江は，尾根の風かげに立地すると

はいえ，例外的に太平洋側の海岸に位置するこ

のため，台風に対する防風用の石垣がよく残され

ている しかし，海岸段丘上に位置する樫野や上
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第1図 調査地の位置図

野では，石垣と刈り込んだ厚い生垣とを組み合わ

せて防風をおこなっている．

調査地域付近の集落の特色についてば次の文

献によって戦前の状況をよく知ることができる

岩崎健吉による（三野編． 1973, 岩崎． 1936)紀伊

半島南海岸の研究では， 1935年ごろの集落の分布

図が示されている潮岬• 紀伊大島の住民は．主

に南洋における貝採り（真珠貝採取）漁民として出

稼ぎし，東海岸の住民は，北アメリカやカナダの

漁業従事労働者として出稼ぎした西海岸の住民

は．カリフォルニアにおける農園労働者として働

きに出た帰国後の彼らの住居は．本来の紀伊半

島のものとは異なっている従来の民家は，室戸

岬などに似るものであるその一例として，潮岬

村上野の農家の写真（岩崎， 1938)が示されている．

軒の高さを超す野石積みの石垣が築かれ．玄関入

口は樵石で算木積みにしてあり，わずかに反りが

あるタイプで，穴太積み，又は本外1様式としてこ

れまで紹介してきた石積みと一致している．潮岬

村上野では， もう一枚の写真が示されていて．石

垣と防風林の組み合わせの例が示されている． し

たがって，上野は戦前には石垣の屋敷囲いと，防

風林と石垣の組み合わせで対応する地域であった

ことがわかる

今回の石垣調査の対象とした地域は第1図に示

した串本市街と，潮岬紀伊大島の須江である

2 地質と地形

調査地付近の地質は， 5万分の1地質固「串本」が

1965年に出版されていて， これによって詳しく知

ることができる（地質調査所， 1965)．地質図と説

明書によると，串本から潮岬，紀伊大島周辺は，

新第三紀中新世中期の堆積岩からなる． この地層

は紀伊半島を広く覆い，全体としてNNE~SSW

ないし， NE~SWの走向をもつ． SEに10~30°傾き，

単斜構造をもつ． しかし，紀伊大島には，酸性岩

である紫蘇輝石石英安山岩が，後に貫入した．ま

た，潮岬付近と出雲崎付近は塩基性岩である輝緑
れい

岩が貰入し，その内陸側は斑槻岩ないし閃緑岩が

分布するしかし，権現から萩尾，平松付近は酸
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性岩である花尚岩や，石英斑岩が分布する地質

横断面から判断すると，古期から新期の地層へと，

新第三系の帯状配列がみられるその後に，花岡

岩が貰入し，その境界部に塩基性岩が貰入したこ

とがわかる

石垣の調査地域とした紀伊半島南端部は，太平

洋側のなかでも室戸岬と同様に隆起地域として注

目され，多くの研究がされてきたところである

これまでの研究では海岸段丘面と ，完新世のベン

チがよく発達し，完新世には串本のトンボロが発

達したことがわかる．米倉(1968)は，紀伊半島の

海岸段丘区分をおこない，段丘形成と地殻変動に

ついて述べている南海道沖を蔑源とする地鹿は，

約120年に一度発生するこの地域では地震は

隆起を伴う．この地域の段丘は高位段丘群(H)と，

低位段丘群(L)に大別される Ll面は半島南部全

域に分布する．Ll面が新宮から串本にかけて，標

高約60mとな ってい るそして Ll面は串本付近

での隆起に伴って北西方向へ傾動しているま

た， Ll面の形成年代はRiss-Wurm間氷期と考え

られるとしている．さらに米倉(2001)は紀伊半

島南部で巨大地震である束南海地震が1944年

に，南海道地震が1946年に，南海トラフで発生し

たこのような巨大地震は，この地域を隆起させ

るステージ9に対比される段丘(Hl)は紀伊大島

で125mであるステージ5eの旧汀線高度は，紀

伊大島で80m(Ll又はMlと表現）付近であると述

べているまた，完新世のベンチがよく発達して

いて，前杢・坪野(1990)は， 6回の旧海水準安定

期（レベル）と急な隆起時期 （イベント）があり，イ

ベント6は6,000~5,000yrB.P.，イベント5は4,000~

3,800yrB.P.， イベント4は2,600~2,400yrB.P.，イ

ベント3は2,000~l,800yrB.P.，イベント2は800~

600yrB.P.，イベント 1は200yrB.P．に生じ，レベル

1は6mに達すると述べている太田ほか編(2004)

では，前杢 ・坪野(1990)の成果を報告している

それによると，潮岬灯台下の高度2.8mに付着す

るヤッコカンザシの年代は2,330士l70yr, 2,290土

150yrB.Pを示していて明らかにこの調壺地域は

隆起傾向にあることを示しているまた，串本町

史編さん委員会(1995)では， この地域は地殷性の

隆起を示す地域としても知られており， 1946年の

南海道地霙では急激な隆起を示しているその後

徐々に地盤が沈降していると述べている．

串本町の市街地は，陸繋砂州の上に位置するが，

この砂州はかって島であった潮岬の地域と半島側

を結ぶように成長し，完新世に発達したものであ

る しかし，串本ではこれまで主に東海岸を埋め

立ててきた串本町史編さん委員会(1995)には，

「串本では，大正7年以来埋め立てが数回おこなわ

れてきた東海岸通り以東は埋め立て地である」

と述べられているまた，この地方には姶良カル

デラ起源のAT火山灰(22,000yrB.P.)と，鬼界カル

デラ起源の約6,500年前のAh火山灰が広く覆って

おり，段丘堆積物の上に発達する茶褐色のクロボ

ク土として， これをみることができることについ

ても述べられているこの地方では，火山灰に覆

われた海岸段丘面を平見と呼び，その地域では主

として畑作がおこなわれている

3.気候

串本は台風銀座と呼ばれている．1951年か ら

1990年までの日本本土に接近した台風のうち，約

2004年潮岬
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第2図 2004年における潮岬の風配図
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50％が串本に影響を与えた台風であるまた，同

ーの期間中に紀伊半島西海岸に上陸したものは，

全台風の15.4％に達しており ，串本は台風銀座の

名に相応しい（串本町史編さん委員会， 1995)

潮岬のアメダスのデータにより2004年の風配図

を作成したその結果を第2図に示したこの固

では5m/s以上の風が2つの極をもつ．すなわち，

WとNEである月毎の風配図をみると 1月と2月

はNW~NNWにピークがある．2月から9月まで

5m/s以上の風はWとWSWが最多風向であるが，

3月と4月から6月までNEにもピークが出現する．

8月から10月にはENE~Eの風が強い．11月から

12月はNNWからNである したがって，冬季は

N~NNWで，暖候期はW~WSWか，又はENE~

Eの二方向の風が卓越していることがわかった

次に，串本・潮岬付近を通過する台風の例を，

2004年の台風から選択した 6月12日に発生した

台風6号の経路図と，潮岬における毎時の風向と

風速を第3医に示した．潮岬では6月21日の12時に

最強風速を記録し，その時点での気圧は978.5hPa

であった台風の風は， EからSへかわり，通過

後はW方向に転 じた したがって，この台風に代

表されるように，台風時にはNを除くどの方位の

風も吹くため，どの方位に対しても，防風対策を

完全におこなわなければならない土地柄であるこ

とがわかる
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(a) 2004年台風6号の経路図
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(b) 台風6号の湖岬における風向風速

第 3図 2004年台風6号の経路と潮岬における風向風速
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第 4図 串本町市街における石垣の分布

m 屋敷囲いとしての石垣の分布

1.串本町

串本町の面積は135.78km2であり，平成17年度

の世帯数は9,420戸，人口は20,779人である人口

密度は， 153人／km2である．調査地として選んだ

潮岬は，世帯数1,360戸で，人口3,190人，須江は

世帯数175戸，人口366人である人ロビラミッド

でみると，年齢と共に人口は増大し，男女共に

56歳から58歳までが極大値で次のふくらみは62

歳から77歳までである年間の観光客数は3月と

8月に宿泊客，日帰り客共にピークに達する平

成16年度のデータでは， 3月の宿泊客35,070人，日

帰り客89,394人， 8月の宿泊客44,094人， 日帰り客

97,241人とな っている平成17年4月に串本町と古

座町は合併し，現在の東牟婁郡串本町が誕生した

串本町市街地のうち，屋敷囲いとしての石垣が

密度高く残る地域を選び，串本町の石垣の分布図

を作成したその図を第4固に示したこの分布

図の中で，矢倉甚平衛氏宅の前面（東側）は，石垣

を築く前は旧海岸線であり，砂浜が続いていたと

いう．石垣は東側の一部のみ野石積みで，他の

北側，西側， 南側 は樵石である．東側の高さは

300cmを超えるが，北側は250cm, 西側は石垣の

高さは200-190cmであるしたがって海岸側

に高く築いたことがわかる写真1には東側の

反りのある算木積みの隅角の石垣を示した．この

高さは337cmであるこの他にも ，無量寺とその

南には，樵石を用いた石垣が連続する．その高さ

は，無量寺で最高185cmであるこの他にも，神

田清右エ門氏宅で樵石195cmである．写真2には，

神田家の樵石からなる195cmの石垣を示した． 卜

ンボロの東海岸を埋め立てる前は，市街地のトン

ボロの幅も狭く，住居への海水飛沫は現在よりも

多く，強風の影響をより一層受けたであろうこと

が推定できる．屋敷囲いとして樵石が多く用いら
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写真 1 串本町矢倉家の東側の樵石と野石を用

いた石垣隅角は算木積みで反りを持つ

写真3 串本町の平側に用いたウチオロシ

れているが，樵石のほとんどが砂岩からなる．こ

れは古座川沿いのうつぎ石である

市街地の中で屋根の下の妻側や平側にスカート

をはかせたような板がたれさがる場合があるこ

れは，ウチオロシと呼ばれ，塩風が母屋をいため

ないようにする工夫とされている ．写真3にこの

写真 2 串本町神田家の樵石からなる石垣

L ／巳乙三□
` -9,-
‘= ＾ -`―̀‘ 

z 9 - ` 
ヽ’↓、

第7図→＇

ヽ~

ィ＂員、 翼 」‘|翼 `

第6図 →' 上
0 10m 
| I I I I I l l I I I 

第 5図 潮御崎神社宮司母屋（横屋）前の石垣

例を示したウチオロシについては，米田(1974)

が．紀伊半島の防雨の工夫であるとして紹介をし

ているその分布は1966-1968年では四日市と津

の間に境界があり，和歌山と田辺の間に境界があ

りそれぞれの境界の間の太平洋側に分布する

特に尾鷲から新宮の間までが最も多いそして．

その分布は最多雨月降水量250mm線とよく似て

いてそれより雨が多いと，ウチオロシが増える

と述べている． しかし．現在では米田の報告時よ

りかなり減少しているものと思われる

2.潮岬

潮岬は，最も太平洋にせり出した位置にあり，

岬の前面の海には潮目がある．串本町史編さん委

員会(1995)によると，潮岬沖では「下り潮」は藍の

花のように美しい黒潮で， 「上り潮」は白 っぽい水
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写真 4 潮御崎神社宮司母屋（横屋）の屋敷

囲い．輝緑岩を用いた野石積みで，

算木積みとなっている

写真 5 潮御崎神社宮司母屋（横屋）西側の

屋敷囲い

lm-→ 

0 -

第 6図 潮御崎神社宮司母屋（横屋）の南隅角

の野石積み

lm 

゜

0 1m 

| | | | 1 

゜
lm 

第 7図 潮御崎神社宮司母屋（横屋）の西側の

野石積み
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色になり，潮境は潮目としてはっきり見ることが

できると記載されているこの潮目付近は，カッ

オ，グレ（黒ダイ）などの好適な漁場である． 860

年ごろの記録に，火災のため「しおみのはな」へ社

殿を移したとある．その後は，潮御崎神社は約

40mの海岸段丘の上にあったすなわち，江戸時

代末まで，潮御崎神社の社殿は現在の灯台の位置

にあった明治政府は，現在の岬の先端の位置に

灯台を建てるために神社に社殿の移動を要請し

た明治元年に社殿を移動する際段丘崖に野石

の石垣を築き，宮司の母屋（横屋）の周りの屋敷囲

いを築いた岬の海岸に分布する輝緑岩の野石を

利用して積んでいるが直径lmを超える巨大な

亜円～円礫の野石を用いながら隅角を算木積みに

して仕立てているこの隅角は，高さは野石積み

が約160cm,その上に土を梢んだ土手が約40cm

あり合計で200cmである玄関に至る門とその

隅角は樵石を用いている樵石は．やわらかい古

座川の うつぎ石を用いている第5図には，母屋

の周りの前面に位置する海側の石垣の平面図をの

せたまた，第6図には，隅角の野石積みを図化

し，同じ場所は写真4に示したまた，西側の側

面に相当する位置の石垣の図は第7屈と写真5に示

した北側の社殿は段丘の上に位骰し．社殿を支

える石垣は，段丘崖の部分では682cmある反り

があり，城郭の石積みを思わせる，野石積みの石

垣である（写真6)．江戸時代末から明治元年の石

積み年代が判明していて，当時の技術の水準がわ

かる好例であるこの石垣は，台風によって壊さ

れたことは1度もないしかし． 1944年の東南海

地震 1946年の南海道地霙で石垣の一部が崩れ，

野石を一部積みなおした

潮岬に分布する標高40m~50mの段丘面上に位

置する上野の集落の防風用の屋敷囲いの防備は，

海岸からの距離と高さに反比例していると思われ

る上野は岩崎(1938)が1935年当時を示すように，

今も生垣と石垣を組み合わせた農家が多い．写真

7には，上野の農家の玄関にみる石垣と生垣の組

み合わせを示した生垣は，イ ヌマキ， トベラ ，

ハマヒサカキ，ウバメガシ，マサキなどを組み合

わせたものが多く，平均的な幅は100cm, 高さは

写真 6 潮御崎神社社殿を支える段丘庄に和まれた

野石積み．

高さ約 7mで反りを持つ

写真 7 潮岬上野にみる牒家の屋敷囲い

石垣と生垣の組み合わせで，高さは

約200cm

石垣と生垣を合わせて約200cmである．生垣の樹

種は混合しているが，必ず刈り込んであるのが特

色である屋敷囲いの全てを樵石の石垣で作って

いる場合は，高さが160cmまでである したがっ

て，海岸の住居よりも少なくとも40cm以上低い

ことになる
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第 8図 紀伊大島須江における石垣の分布
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3.紀伊大島

紀伊大島には，石垣の残る集落が多い．大島は

風待港として栄えた港町であり，南よりの強風が

避けられるように，島の北側に位置する しか

し，須江は太平洋側に開いた，東に流下する谷の

出口に立地する集落である．この集落は，植生に

よる防風はおこなわれず，石垣か，コンクリート

又はブロ ックで防風垣を築いている石垣がまだ

残っている比率が高いので，須江を調査地とした

須江における石垣の分布は，第8図に示したま

た， A-B, C-Dの断面を描いて海から内陸側

への石垣の高さの変化をみた （第9図）．断面図か

ら， この集落の海側の地区は浜堤の上に立地して

おり ，今は埠頭にな っている前面に面した浜と集

落の前面には240cmの防風石垣がある写真8と

第10図には樵石で算木積みの隅角を持つ中村家の

石垣を示したこの石垣が最も高く ，次いで浜堤

の標高約7mの微高地の上は，樵石，野石， コン

クリート，プロックの石垣があって，この集落の

中では塀の高さが高い しかし，浜堤の背後にあ

写真 8 紀伊大島須江の海岸沿いにみる石垣．

樵石を用い，隅角は鉢木積み

たる凹地で浜堤より約lm低い地域は，石垣が

なかったり，コンクリート又はブロ ック塀となり，

防風垣は低くなる Bはコンクリートの道路の土

留めの下まで住宅があるが直接海から風があた

るところは屏風のように，樵石で200cmの石垣を

築いている しかし，谷家にみるように住宅その

ものの石垣は低くなり， 160cmである

この集落では石垣の高さと海からの距離との関

係が明らかである母屋が浜堤の風上側にあたる

位置にあるのか風かげ側にあたる位置に相当す

るのかによって，石垣の高さに変化がみ られた

この集落の人たちの聞き取りによると， この集落

は大きな台風や，大地裳の際，被害が大きかった

ことがわかったこの須江の集落では，1934年の

室戸台風では海岸に近い7mの浜堤の近くまで

海水が来たまた， 1959年の伊勢湾台風の時は，

海岸の家の屋根はみな壊れ，石垣も 一部壊れた．

台風による風の場合は，ここではSWの風が最も

強いが，伊勢湾台風の時はsw~Sの風だった

昭和30~40年代には，湾の出口にテトラポットを

0 lm 

| l l 1 1 | | 1 l l I 

1

0
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第 10図 紀伊大島須江の海岸に位箇する

中村家の石垣
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投入し，堤防を築いて砂浜を徐々に埋め立てた

このことによって今は，台風の被害が減ったま

だ「今から60年前には地震のあとに津波があり，

4~5mの波が押 し寄せてきたので高台の寺まで

逃げた」という話を聞いたこのお年寄りの経験

は， 1946年の南海道地震時に相当する．

N まとめ

紀伊半島南端で観察された防風用の屋敷囲いと

して石垣を用いる例について以下のようにまと

めた

l)紀伊半島南端の串本は，砂岩の樵石を用いた石

垣が多く築かれている しかし， トンボロの東

海岸の埋め立てが大正年間からおこなわれたこ

とによって，次第にブロック塀やコンク リート

塀にかわったり，取り壊す例が増えていった

また， 1944年と 1946年の大地震を機会に，壊れ

た石垣を取り壊し，ブロックやコンクリー ト塀

にかえた例もある．

2)紀伊半島南端では石垣の石材は近場の岩石を用

いている樵石である場合も，野石を用いる場

合も，隅角は算木積みにしており，高さが2m

を超える場合は反りをつけているしかし，野

石積みであっても，隅角は算木積みにしており，

その石積みの様式は本州様式である．

3)紀伊半島南端では，集落の海岸に最も近い位置

で石垣の高さ は300cmから240cmであるし

かし，内陸へ入るにしたがって，石垣は低くな

る須江では海か ら300m内陸で石垣の高さ

は160cmになるまた，上野集落のように内陸

の40~50rnの段丘面上でも最大の石垣の高さ

は160cmであるこの地域では海からの距離

や段丘面の高さと，石垣の嵩さは反比例すると

いう規則性がみられる

4)潮岬 ・紀伊大島 ・串本町市街地は，強風に対し

て石垣が最適であり，海岸から少し内陸へ入る

と，屋敷林を刈り込んで，厚い生垣にしたもの

と石垣を組み合わせる型が出現する．今後，海

岸からの距離や，集落の立地する標高を合わせ

て，屋敷囲いの形式や高さ，厚さの関係を解明

する必要があると思われる

5)上野にみるように，段丘面上の内陸に位置する

集落では，屋敷囲いとして生垣などの樹木と

石垣を組み合わせて用いる比率が高まる集落が

出現しているその理由は，石垣で防風をしよ

うとする四国南東端の室戸岬よりも，紀伊半島

南端は強風の頻度が少ないか又は台風の風速

が四国より弱い例が多いためであると考えた

以上の5つの特色をもとに，この地域は，本州に

おける防風石垣の分布地域東端に近いと考えた

また，紀伊半島南端は石垣の形式上の特色や，石

積みの方法から，本）廿様式が卓越している地域で

あると考えた
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